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す る衰弱症状の原因調査 ( 田 中 ら ， 1970 ; MIYAKAWA et 
al. ，  1974) お よ び 1971 年 の 宮 川 に よ る 沖縄本 島， 宮 古
島 お よ び石 垣島 に お げ る カン キ ツ類の病害調査 (宮川 ，
1972 ; MIYAKAWA et al. ， 1974) で は， 本病の発生 は認め
ら れ て い な い。 さ ら に ， 1980 年 に 行わ れ た 沖縄本 島北
部での調査で も 本病の発生 は認め ら れな か っ た (宮川，
1980) 。 そ の後， 1988 年 に な っ て 沖縄県西表 島 の 美 田 良
(小規 模 カ ン キ ツ 園) と 大原 (庭木) の 2 地点 に あ っ た

衰弱し た シ イ ク ワ シ ャ ー で， わが国で 初め て CG の 発生
が確認 さ れた (MIYAKAWA and TSUNO， 1989) 。 こ の と き
発見 さ れた 擢病樹 は ， 1989 年 4 月 下 句に 焼却処分 さ れ
た 。 CG が初 め て 発見 さ れ た こ と で， 固 と 県 は， 西 表
島， 石 垣島， 沖縄本 島 に お い て発生調査 を 行っ た が， 本

病の発生 は 確認 さ れ な か っ た 。
し か し な が ら ， 1993 年 7 月 に Food and Fertilizer 

Technology Center for The Asian and Pacific Region 
(FFTC/ ASP AC) 主催 の 熱帯果樹 ウ イ ル ス お よ び ウ イ
ル ス 媒介虫の 天敵調査が 沖縄県 で行われ た 際， 西表 島 の
美 田 良 (以前発生が確認 さ れた 地点) と祖納 の 民家 (庭
先) に お い て ， 新 た に 羅病樹 ( シ イ ク ワ シ ャ ー) 3 樹が
発見 さ れた (蘇， 私信) 。 さ ら に ， 1994 年 8 月 に は， 沖
縄本 島南部糸満市 に あ る 沖縄平和祈念公園 内 の シ イ ク ワ
シ ャ ー 2 樹 に お い て ， CG が発生 し て い る の が確認 さ れ
た (図-1， 2 ; 河野 ら ， 1997) 。

こ の た め， 沖縄本 島 の 中 ・ 北部地域 に は， カン キ ツ 類
の経済栽培園が あ り ， CG の ま ん 延 が 懸念 さ れた こ と か
ら ， 農林水産省 に お い て対策会議が行われ， 迅速 な検定
を行 う た め の 遺伝子診断法の研究 ・ 導入 を 図 り な が ら ，
詳細 な発生調査 を 国， 県 が協力 し て行 う こ と が確認 さ れ
た 。 こ れ を 受 げ て 10 月 に は， 筆者 の 一人 で あ る河野が
FFTC/ASPAC の 桐 谷 圭治副所長 ( 当 時) の 紹介 に よ
り ， 台湾大 学 の 蘇教授 の 元 で， CG の cDNA プ ロ ー プ
に よ る 遺伝子診断法 (Su et al.， 1992) の研修 を 受 げ た 。
ま た ， 横浜植物防疫所 は， 蘇教授 か ら プ ロ ー プ を 譲り 受
け， 沖縄県各地で採集 し た サ ン プル に つ い て検定 を 実施
し た 。 一方， 農林水産省果樹試験場興津支場 と横浜植物
防疫所が共同 で 「 カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病簡易検定法 に
関 す る緊急 調 査 研 究」 を 実 施 し ， わ が 国 で 初 め て ，
PCR 法 に よ る CG の検定法 を 確立 し た 。 こ れ ら の 遺伝

沖縄県農業試験場宮古支場

に

発見の経緯

1970年の鹿児島県 に よ る 奄美大島のカ ラ タ チ台のポ
ン カ ン やタ ン カ ン のstubborn-greening disease に類似

カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病 (Citrus Greening desease 
以 下， CG と 略す) は， 寄主植 物の 飾 部組織 に 局在す る
細菌 に よ っ て 引き 起 こ さ れ る カ ン キ ツ 類の病害で， 本菌
は キ ジ ラ ミ 類 ( ミ カ ン キ ジ ラ ミ Diaphorina citri お よ び
ト ガ リ キ ジ ラ ミ 属 の 1 種Trioza e ηtreae) に よ っ て 永

続的に媒介 さ れ， ま た ， 感染植物の接木に よ っ て伝搬さ
れ る こ と が知 ら れて い る 。 本病 は ， ミ カ ン キ ジ ラ ミ が分
布す る 熱帯 ・ 亜熱帯 ア ジ ア お よ びTrioza e ηtreae が分
布す る ア フ リ カ 南部の カ ン キ ツ 生産地域 に お い て 発生
し， そ れ ら の地域 に お い て は最 も 被害が大 き い病害の一
つ であ る こ と か ら ， わが国で は輸入検疫 に お い て 侵入 を
警戒し て い る と こ ろ で あ る 。

1994 年 8 月 ， 沖縄本 島南部 に お い て そ の 発生 が確認
さ れた こ と を き っ か妙 に ， 奄美諸 島以南の南西諸 島 で発
生調査が行われた。 そ の結果， 本病 は沖縄県 の広 い地域
で散発的 に発生 し て い る こ と が明 ら か に さ れた 。 こ の た
め， 県内全域 に お け る 防除 お よ び他地域への ま ん 延防止
を 図 る た め の寄主植物お よ び媒介虫 の移動規制が実施 さ
れ る こ と と な っ た 。 本稿 で は ， 沖縄県 に お け る CG の 発
見の経緯， 発生状況お よ び今後実施 さ れ る 防除対策 に つ
い て 紹介す る 。

こ こ で 紹介す る 多 く の成果 は ， 国， 県 お よ び農業者団
体の多 く の 関 係者 に よ る も の で あ り ， 皆様 に感謝申 し 上
げ ま す。 ま た ， 宮 川経邦教授 (南九州大学) ， 蘇鴻基 教
授 (台湾大学) ， 桐谷 圭治博士 ( 元 FFTC/ASPAC副所
長) お よ び小 泉銘冊部長 (農林水産省果樹試験場) の
方々 に は， 様々 な技術的 ご指導， ご助言 を い た だ き ， こ
こ に深謝の意 を表 し ま す。
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図 - 1 1994年8月， 沖縄本島南部(糸満市)において，

向島では初めて発生が確認されたカンキツグリー
ニング病擢病樹(シイクワシャー)

図 - 2 カンキツグリーニング病権病樹(シイクワシャー)

の葉の症状

1�6 羅病主主， 7 健全葉

子診断法 および接木検定法 を用 い て 調査 した結果， 糸満
市以外の地域 に お い ても本病が少発生 し て い る のが確認
さ れ， 1997 年 (平成9 年) 3 月 18 日， 沖縄県病 害 虫 防
除所から平成8 年度発生予察情報 と し て の特殊報が出さ
れた。

なお， CGの病原体の研究の現状および媒介虫であ る
ミカン キ ジラミの生態 に つ い ては， 大津 (1996) および
芦原 ( 1997) によりそれぞれ総説が掲載されて い る ので
参照願 いた い。

H カ ン キツグ リ ー ニ ン グ病に関す る 調査

1 カンキツグリーニング病の発生調査

CG調査は媒介虫であ る ミカン キ ジラミが分布す る 奄
美大島以南の南西諸島 に お い て ， 市町村ご と にカン キツ
国および集落内 を巡回 しながら実施 した。 特 に沖縄県の

伊平屋島 j 
伊是名島@

〆
ム1JU

むふ 沖縄本島

宮古島

西表島

図 - 3 ，m;病樹確認地点

伊平屋島， 伊是名品， 沖縄本島， 宮古島， 西表島で
確認された.

カン キツ生産の 90 %以上 を占め る 沖縄本島 北部地域 で
は， ]A担当者 に よ る 聴き取り調査 によりCG類似 の症
状の樹が認められ て い る闘 を 中心 に 行った。 さら に ， 調
査の結果， 擢病樹が確認さ れた と ころでは分布状況 を把
握す る ため再度綿密な調査 を笑施 した。

検定用試料は， 病徴観察でCG類似の症状が認められ
た樹から， 接木検定用 と し て1 樹当たり主校 を異 に し て
4校から穏木 を ， 遺伝子診断用 と し て 樹冠全体から 4枚

以上の葉 を採取 し て検定 に供 した。 なお， 後述す る 母樹
に つ い ては， より慎重 を期す る ため に遺伝子診断用 と し
て 1 樹当たり 1 0 葉以上 を採取 し て 検定 に 供 し た。 遺伝
子診断 は沖縄県農業試験場， 横浜植物防疫所および那覇
植物防疫事務所で実施， 接木検定は， 沖縄県農業試験場
および那覇植物防疫事務所 に お い て 実施 した。

199 4年 9 月から 1997 年 6 月 に か け て ， 沖縄県では 53
市町村中 45市町村の 51 5 地点， 約 63 ，000 本 を対象 に 調
査 した結果 (肉眼検定 を含む) ， 1988 年の初確認樹 を含
め て ， 沖縄県内 1 7 市町村， 41 地点 (図-3) に お い て 果
樹園内 のカン キ ツ 19 本， 庭木等39 本， 合計 58 本の擢
病樹が確認さ れた。 奄美諸島 では， 奄美諸島 1 4市町村
中 13市町村の 3 47 地点、， 約 1 4， 500 本 を対象 に調査 し ，

CGは全く確認さ れなかった。
沖縄県内 のカン キツ類の栽培面積 (平成7 年) は タン

カン 258 ha， 温州ミカン 200 ha， シ イ ク ワ シ ャ- 1 15
ha の順であ る が， 果樹園で の権病樹本数は， 混州、|ミカ
ンが 1 4本 と 多かった (表- 1 ) 。 また， 1 圏場当たりの擢
病本数は， 温州ミカン園 7 本が最高で， 他は 1 � 2 本で
あった。 一方， 庭木などでの，躍病樹は， シ イ ク ワ シャー
がほ と んどであった (表 2)。

一一一 10 一一一
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表-1 果樹園 における権病樹確認状況

株数
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Qd
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内ノ“
守B4
唱EA
η〆】

種

1且州f ミ カ ン

タ ン カ ン

混州 ミ カ ン

温州 ミ カ ン

品市町村

市

村

町

誕
H

納

武

名

恩
金

沖縄本島

名島

タ ン カ ン伊平屋村伊平屋島

キ ン カ ン城辺町宮古島

図 - 5 図- 4 の温州 ミ カ ンの果実の被害

左 干作病樹， 右 . 健全樹

シイクワシャー

計 19 9 

竹富町

6市町村

西表島

確認 した後 に ， 中 には枯死 したものもあった。 また， 同
一圏内 の樹齢20 年 を経た健全樹 と J躍病樹の海外lミカン
を比較す る と ， 権病樹は健全樹 に比べて着果数が少な
く， 小玉であった (図- 4， 5)。

2 ミ カンキジラミの分布調査

本病の発生調査 に併せ て ， CGの媒介虫であ る ミカン
キ ジ ラミの分布および寄生状況調査 を 実施 した。

その結果， 奄美諸島 では全 14 市町村および沖縄県で
は 51市町村中 4 1 市町村 に お い てミカン キ ジ ラミの発生
を確認 した。 また， 本虫は卵， 幼虫， 成虫 と も周年発生
し て おり， 生息、;場所は主 にミカン科のゲッ キツの新芽，
新梢部分であった。 と りわ け， 刈り込みが頻繁に 行わ
れ， 常時新芽や新梢があ る 生 け垣等で多発す る 傾向が見
られた。

冬期 を 中心 に 温州、|ミカン， タンカン， シ イ ク ワ シャー
などのカン キツ類でも発生が認められたが， 寄生密度は
ゲッ キツに比べ極めて低く， 果実への寄生は全く見られ
なかった。

庭木等 における羅病樹確認状況
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表-2
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名
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1 

シイクワシャー

タ ン カ ン
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下地町

平良市
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11 

1 

計

10 

1 
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温州 ミ カ ン

竹富町

14市町村

西表島

1 県外へのまん延防止対策

権病 したカンキツの苗木や穂木の移動 により， 本病が
県外 に まん延す る の を 防止す る ため， 植物防疫法施行規
則の一部が改正さ れ， 1997 年 8 月 1 日 から， カン キ ツ
類の苗木や穂木 (種子および果実 を 除く) の移動が規制
されて い る 。

移動規制の内容は次の と おりであ る 。
( 1 )  移動制限値物
カ ラ タチ属， キンカン属およびミカン属の生植物 (種

子および果実 を 除く) 。
( 2 ) 移動禁止対象
カンキツグ リ ーニング病菌およびミカン キ ジ ラ ミ
( 3 ) 対象 地域

まん延防止対策皿

39 32 

図-4 温州、| ミ カ ン に おげる症状

左:権病樹， 右:健全樹

検定 により擢病樹 と 判断 されたもの のほ と んどは， 黄
化， 衰弱などの CG特 有の激 し い症状が認められた。 権
病樹の樹勢は健全なもの に 比べ ては る か に劣り， 権病 を

一一- 1 1
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沖縄県[北緯27 度 10 分以南の南西諸 島 (大東諸 島 を
含み， 与論島 を 除 く ) ] 

移動制限植物 は， 植物防疫 (事務) 所の植物防疫官 に
よ る 対象植物の検査 (病徴診断， 接木検定， PCR 検定)
の結果， 無病 と 診断 さ れた も の は移動で き る 。 し か し ，
CG 検定 は基本的 に 接木検定 お よ び PCR 検定 の両方 を
実施す る た め ， こ れ ま での と こ ろ 検査期聞が約 1 年 と 長
い。 検査 を 受 け て 移動 し よ う と す る 場合， 検査期間中の
検査対象植物の管理の 徹底な どが求め ら れ る こ と か ら ，
事前に那覇植物防疫事務所 に 問 い合わせ る 必要があ る 。

ま た ， ゲッ キ ツ に つ い て は移動規制対象で は な いが，
ミ カ ン キ ジ ラ ミ の好適寄主植物で あ る こ と か ら ， 沖縄県
か ら 移出す る 場合 に は， ミ カ ン キ ジ ラ ミ が付着 し て な い
こ と が必要であ る 。

2 タンカン増箔用母樹の対策

沖縄県 に は， カ ン キ ツ 類の苗木な ど を 県外 に 大量 に 移
出 ・ 販売 し て い る 種苗業者 は ほ と ん どな い が， 本県 の タ
ン カ ン の奨励品種であ る 「名護紅早生」 は増殖用 母樹を
県内 に 設置し， 本土の種苗業者 に送付 し て 苗木を増殖育
成 し て い る 。 し た が っ て ， 本土に移出 さ れ る 増殖用穂木
の CG フ リ ー を確認す る 必要があ る た め ， 同 母樹お よ び
県農業試験場名護支場が管理す る 原母樹な ら び に 母樹園
周 辺の カ ン キ ツ に つ い て は那覇植物防疫事務所お よ び沖
縄県農業試験場 に お い て PCR 検定 を 実施 し た 。 そ の結
果， 原 母樹， 母樹 そ の 他か ら 本病菌 は 検 出 さ れ な か っ
た 。

な お ， ミ カ ン キ ジ ラ ミ に よ る 本病の感染防止 に カ ン キ
ツ類の被覆栽 培が有効であ る と 考 え ら れた こ と か ら ， 防
虫 ネ ッ ト の網 目 サ イ ズ を検討 し た と こ ろ ， 0 . 6 mm以下
の網 目 の 防虫 ネ ッ ト が同虫の通過 を 防止す る こ と が判明
し た 。 こ の た め ， 同 母樹 82 本 は 現在， ミ カ ン キ ジ ラ ミ
に よ る 感染 を 防止す る た め ， 0 . 6 mmメ ッ シ ュ の 防虫 ネ
ッ ト で被覆 さ れて い る 他， 一般 カ ン キ ツ 園 に比べ濃密な
防除対策が取 ら れて い る 。

3 県内のまん延防止対策

こ れ ま で擢病 と 判断 さ れた樹は， 感染源 と な ら な い よ
う ， 速や か に処分 さ れて い る 。 今後も 感染源の除去お よ
び媒介昆虫の 防除が必要で あ り ， 次章に述べ る 防除対策
の 中 で， ま ん 延防止が図 ら れ る こ と と な る 。

W 防 除 対 策

1 防除体制

沖縄県では， カ ン キ ツ グ リ ー ニ ン グ病防除対策本部 を
設置し， CG の 防 除 を 目 的 と し て ， 特定重要病害虫特別
防除対策事業 ( 国 庫補助事業) を平成 9 年度か ら ス タ ー

ト さ せ， そ の実施要領が作成 さ れた 。
沖縄県 は， 本病 の 防 除 を 円 滑 に 実 施 す る た め， 図 -6

の よ う な体制 を組織 し た 。 こ の組織 は ， 県 に 設置し た対
策本部 の 下 に 四 つ の 専 門 班を 置 き ， 国， 県， 市町村，
] A お よ び生産現場 の 関 係者 を 総動員 し た 体制 と な っ て
い る 。 専門 班は， 発生状況調査班 (県農業試験場が業 務
主体) ， 防除班 (県病害虫防除所) ， 啓発普 及班 (県営農
推進課) お よ び生産 振興班 ( 県 園芸振 興課) で構成 さ れ
る 。 発生状況調査班は， 県農業試験場 と 那覇植物防疫事
務所が診断検定 班 と し て サ ポ ー ト す る 。

2 防除内容

CG は， 汁液や接触お よ び種子で は伝染せ ず， も っ ぱ
ら 接木や媒介虫で伝播す る 。 そ の た め， 防除の 中心 は ，
感染源 ( 権病樹) の 除去， 健全苗の 利用 お よ び媒介虫 の
徹底し た 駆除が重要 と な る 。

( 1 )  擢病樹の探索 ・ 伐採
こ れ ま で の 調査 で は， 擢病樹 は， カ ン キ ツ 栽培 園 よ

り ， 民家 の庭先の カ ン キ ツ で発見 さ れ る 場合が多 い。 一
方， 各地 に 散在す る 小規模な カ ン キ ツ 園 の所在 は ， 十分
把握さ れて い な しミ。 し た が っ て ， こ れ ま で発見 さ れた 権
病樹 と 果樹園 の所在 を 示 し た精密 な地図 を 作成 し て 発生
地点、 と そ の周 辺の カ ン キ ツ 栽 培状況を 明 ら か に し ， 調査
の 優先度や範囲 な ど を検討す る 必要があ る 。 こ の地図 に
は今後の調査結果 を 追加 し ， 本病の発生生態 を探 る た め
の資料 と し て も 活用 さ れ る 。

効率的な調査 を 行 う た め ， チ ラ シ や リ ー フ レ ツ ト を作
成 し て 関 係者や各家庭 に 配布 し ， 情報の提供 を 呼びか け
る こ と と な る 。 よ り 正確な情報 を 得 る た め ア ン ケ ー ト を
併用 し た 病徴診断マ ニ ュ ア ル を 関 係者 に 配布す る こ と も
必要であ る 。

調査班は， 情報提供の あ っ た場所 を 中心 に ， で き る だ
け広範囲 に 現地 を 調査 す る 。 権病樹 の疑 い の あ る も の
は， サ ン プ リ ン グ 後 実験室 に 持 ち 帰 り PCR 検定 を 行
う 。 擢病樹 と 判定 さ れた も の は伐採す る 。 伐採 に 当 た っ
て は所有者 の 了解 を 得 た後， 再生 し な い よ う に 抜根焼却
処分す る か， 伐採後残 っ た切 り 株に 薬剤 か ん 注 な どを行
い， 完全に 枯死 さ せ る 処置を行う。

権病樹が確認 さ れた カン キ ツ 園に お い て は， 被害の 拡
大 を 防止す る た め ， 関 係者 に よ る 合同一 斉調査 を行い，
そ の結果 に 従 い処分す る 。 発生が認め ら れた 圃場周 辺の
園 は， 同時に綿密な調査 を 実施す る 。 ま た ， 擢病樹の発
見や 円滑な 防除事業の推進の た め に は， 講習会や研修な
ど を 実施す る こ と も 重要 で あ る 。

( 2 ) 健全苗木の育成 ・ 普及
発生拡大 を 防止す る た め に ， 感染源 の 除 去は 最 も 効果
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農林水産省那覇植物防疫事務所

対 策 本部 þ===== 防除対策専門部会 ー協議事項

本部長:営農推進課長 (構成) -調査計画， 実績に関する協議

事務局:営農推進課 -沖縄総合事務局長産園芸課 -防除計画， 実績に関する協議

-那覇植物防疫事務所 -啓発普及に関する協議

• JA経済連 -生産振興に関する協議

-県農林水産部 -その他必要事項

営農推進課， 園芸振興課

農業試験場， 病害虫防除所

農業改良普及センター
.務主体機関

発生状況調査班 防除班 啓発普及班 生産振興班

。農業試験場 。病害虫防除所 。営農推進課 。闘芸振興課

-病害虫防除所 -農業試験場 -園芸振興課 -営農推進課

-地区支部(別記) -地区支部(別記) -農業試験場 • JA経済連

• JA経済連 • JA経済連 -病害虫防除所 -地区支部(別記)

-営農推進課 -営農推進課 -地区支部(別記) -農業試験場

-園芸振興課 -園芸振興課 • JA経済連 -病害虫防除所

-那覇植物防疫事務所 -那覇植物防疫事務所 -総合事務局(指導) -総合事務局(指導)
(指導) (指導)'・----・・・・・・ーーーーーーーー帽ー------- -ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ーーーーーー -----.---ーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・ -----------ーーーーーーーーーーーー・・・・ーー

(業務) (業務) (業務) (業務)

-擢病樹の探索 -擢病樹の処分 • CG病対策の啓発普及 -生産振興対策

-その他発生状況を把握 -媒介昆虫等の防除指導 - 情報の伝達 ・ 収集 -健全苗の普及対策

するのに必要な事項 -その他必要事項 -その他必要事項 -その他必要事項一 一
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地区支部(北部， 中部， 南部， 宮古， 八重山)

。農業改良普及センター

・各地区市町村
・各地区農業協同組合
・支庁農林水産振興課(宮古， 八重山)

・病害虫防除所駐在(宮古， 八重山)

・農業試験場支場(名護， 宮古， 八重山)

(業務)

-各地区におげる上記 4 班対策の推進・協力

図 - 6 カンキツグリーニング病防除実施体制

的な方法であ る が， 接木繁殖す る カ ン キ ツ で は健全穂木
を確保 し ， そ れ を 用 い た 苗木の増殖 も 重要であ る 。 タ ン
カ ン の 優良奨励品種 「名護紅早生j は ， JA が本土 の 首
業者 に 委託し て ， 接木苗 の 育成 を 行 っ て い る が， 今後
は， 県 内 での苗育成 も 図 る 必要があ る 。 ま た ， 名護紅早
生以外の 母樹の CG フ リ ー検定 を 実施す る こ と お よ び 母
樹園 の ネ ッ ト 掛けな ど を整備 し て ミ カ ン キ ジ ラ ミか ら 隔
離す る こ と に よ っ て ， 健全苗の 育成 と 普及 を 図 る 必 要が
あ る 。

( 3 ) ミ カ ン キ ジ ラ ミ の 防除
人為的 な接木な ど に よ る CG の ま ん 延防止 は， 前述の

よ う な 防除対策 に よ っ て ， か な り の効果が期待できる 。
し か し な が ら ， ミ カ ン キ ジ ラ ミ は 県 内全域 に 分布 し て い
る こ と か ら ， 果樹園 お よ びそ の周 辺 を 主体 に 徹底し た 防
除が重要であ る 。

本虫 の 防除 に は ， わ が 国で は こ れ ま で有効な 農薬が知
ら れて い な か っ た こ と か ら ， 那覇植物防疫事務所お よ び
沖縄県 病害虫防除所で数種薬剤 に つ い て殺虫試験お よ び
薬害試験 を 行 っ た 。 そ の 結果， 平成 9 年 3 月 6 日 付 で
MEP 乳剤 (ス ミ チ オ ン 乳剤) お よ び DMTP 乳剤 (ス
プ ラ サ イ ド 乳剤) の ミ カ ン キ ジ ラ ミ に対す る 農薬登録の
適用 拡大がな さ れた 。
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V 今後の課 題

わ が国の CG の発生状況は， 西表島での最初の発見か
ら 約 9 年， 沖縄本島での発生確認か ら 約 3 年 を 要 し て よ
う や く 明 ら か に さ れ， 本格的 な 防除対策 がスタ ー ト し
た。 同時に 県外への ま ん 延防止の た め の移動規制 と い う
か な り 厳 し い 措置が と ら れ る こ と に な っ た が， 伝染源 と
は な ら な い果実は対象 と な ら な い た め ， 生産者 に対す る
経済的 な被害 は， 最小限 に止め ら れ る も の と 思わ れ る 。

CG 発生状況の 把握に 長期間 を 要 し た 理 由 の一つ に，
本病の 診断 に相応の 技術 と 経験が必要であ っ た こ と が挙
げ ら れ る 。 防除事業 を 推進す る に 当 た り ， 大量検定のた
め の新技術導入 に つ い て も 積極的 に 取 り 組ん で い か な く
て は な ら な い。

沖縄県 に お ける 本病の発生生態 に つ い て は， 今なお不
明 な点が多 く ， と り わ け ミ カ ン キ ジ ラ ミ の カ ン キ ツ 園や
ゲッ キ ツ 上での発生消長 と 生態 に つ い て ， 十分な調査が
な さ れ て い な い。 さ ら に ， 本 県 に お ける CG の 感 染 圧
Cinfection pressure) を推定 し ， 被害 を 予測す る 上 で重
要要素 と な る ミ カ ン キ ジ ラ ミ に よ る CG 媒介能力 を 明 ら
か に す る こ と も 急務で あ る 。

CG 防除の た め に は， 検定 の た め の 新技術導入 お よ び
ミ カ ン キ ジ ラ ミ の生態の解明 に 加 え ， 寄主植物の 監視を
含 め た 総合的な 防除対策が有効で あ る 。 特 に シ イ ク ワ シ
ャ ー は庭木で擢病樹が多 か っ た こ と か ら ， 今後 こ れ ら が
感染源 と な る こ と を 防 ぐ た め 調査密度 を 高 め る と と も
に， CG の ま ん 延防止 の た め に 苗木の 生産流通状況に つ

い て 調査が必要であ る 。 ま た ， ミ カ ン キ ジ ラ ミ の好適寄
主で あ る ゲッ キ ツ は， 生 け垣や街路樹 と し て 広 く 利用 さ
れて い る こ と か ら ， ミ カ ン キ ジ ラ ミ に対 し 的確 な 防除 を
実施す る と と も に ， カ ン キ ツ 園周辺での ゲッ キ ツ の栽植
を 自粛す る こ と も 有効であ る 。 シ イ ク ワ シ ャ ー， ゲッ キ
ツ と も 沖縄県 民に最 も 親し ま れて い る 植物で あ る た め ，
こ れ ら に対す る 防除， 伐採 な ど の 措置は， 地域 ぐ る み の
理解 と 協力が必要で あ る こ と は い う ま で も な い。

沖縄県 に お ける カ ン キ ツ類の生産 は 復帰後， 関係者の
努力 に よ り 技術の 向上が図 ら れ育成 さ れて きた 。 現在で
は， パ イ ナッ プル に 次 ぐ重要な果樹であ る 。 沖縄県 ばか
り でな しわ が国の カ ン キ ツ 類の安定的な生産 振 興 の た
め に も ， ミ カ ン コ ミ パエ と ウ リ ミ パエ の 根絶 と い う 輝か
し い実 績を 見 習い ， CG 防除 な ら びに 試験研究 に 取 り 組
んでい きた い。
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潰屋悦次(前農林水産省農業環境技術研究所微生物管理科長) 編著

定価 4，893円(本体4，660円) 送料 340円 B6版 本文506ページ

植物病理学研究に必要な用語について， 植物病理学はもちろん， 農薬， 防除， 生化学， 分子生物学な

どについても取り上げ(約6，800語) ，紛らわしい用語には簡単な説明を付けそれぞれを英和，和英に分

けてアルファベット順に掲載し， また， 付録には植物のウイルス， 細菌， 線虫の分類表を付した用語集

です。植物病理学の専門家はもちろん広く植物防疫の関係者にとってご活用いただきたい用語集です。

お申し込みは前金(現金書留・郵便振替)で直接本会までお申し込み下さい。
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